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29) Subsepsis allergica (Wissler)の1例

宮入繁夫(浦賀船渠〉 
  
4年5月の女児にみられた Subsepsisal1ergica 
の1例を報告した。本例はi容連菌感染症擢患8カ月 
後iζ発病し，連日 38~400C の熱が弛張し，毒麻疹
様発疹が出没した。血液培養は 3回とも陰性，アク
ロマイシン，クロロマイセチン，マイシリン何れも
30) 小児癒摘の治療に於ける燐酸クロロキン
の応用
椿英一，。土屋与之
山本野実(中央鉄道)
抗マラリア剤の燐酸クロロキンを小児癒摘に使用
‘し其効果を検討した。従来の抗癒痛剤によっても発
作を完全に抑制し得ないか或は之を抑制し得ても脳
奏効せず EKG ~Cて心筋障碍が推定された。発病 波上相当の異常を呈する小発作叉は小発作を伴へる
第 25病日よりのデカドロン投与で全く解熱し，発
疹も消失し EKG所見も快復した。
なお本症の本態lζ考察を加え，之を 1つの独立疾
患とするよりは，主に年少児にみられるリウマチ執 
の一つの亜型とするのが妥当で]まないかと考えた。
追加 中島博徳(千葉大)
姉妹(11年， 8年〉に見られた Subsepsisaller-
gicaを追加する。両者共殆んど同時に突然草麻疹
様発疹が顔面及び四肢に出現， 380C K発熱し， 2日
後?肖槌，以後 20 日聞に豆り，直径 1~3cm の紅色
斑が出没， 380C前後の弛張熱が続いた。発病 25日
に初診。両者軽度の白血球増多及び夫々 48，43% 
のエオジン好性細胞増多症を認めた。 CRP-tt十，血
沈著しく促進。一般状態比較的良好。デキサメサゾ
ンを投与し， 劇的K下熱後， 全病的状態が消失し
た。興味ある事は姉妹殆んど同じ経過を示した事で
ある。
質問中島博徳(千葉大)
私の症例では姉妹が同時に発病し，同じ経過を辿
った点で，本症の発症機転を考える上比重大な暗示
を与えて居る様に考えられるが，如何でせうか。 
28)答石井誠一(千葉大)
Wisslerの文献によりますと兄弟例は見当らなか
った様に記憶致して居りますが，家族性の問題に関
しましては，母親が湿疹，ヨード過敏症 Primel過
敏症等の例があげられて居る様ですが，これと直接
結びつけては考えていない様です。
Eosinophi1ie R関しましては 40%前後あった例
があると記憶して居ます。
血液培養， ASLO値が参考になると考えますが何
れにしても興味ある症例と思ひます。 
28) 29)答宮入繁夫(浦賀ドック〉
御報告の同胞例は本症の病因の一部をなす生体防
衛力の同胞間類似を示す点で興味ある症例と考える
が，この生体防衛力の本態は更に今後解明を要する
問題と思う。
癒摘患児 12例に前投与剤に加えて燐酸クロロキン
を併用し，発作の軽減乃至消失，精神面への好果等
臨床症状の好転を 5例K，脳波の明かな改善を 4例
K， 或程度の改善を 3例に認め， 無効3例であつ
た。尚お 2例は悪心日匡吐の為lζ服薬中止せる者で，
之はエンテリック・コーチングの製剤使用lとより避
け得ると思われた。尚お脳波像の著明な改善を認め 
た4例は 1例を除き 2-3月以上の連用例であって，
数カ月以上の継続投与が効果発現に必要と思われ
る。再悪化防止には間歌投与を行い経過観察中であ
る。 
31) 輝設夜尿児の統計的観察
石橋 祝(保田福祉園)
夜尿症は関しては内外とも多数の研究がある。最
近は児童神経症のー症状として現われるものが多い
とされる。当虚弱児施設の夜尿児 (5~11 才) 22名
について統計的，臨床的見地から観察した。
年令性別:男児 17名 (39.5%)女児 5名 (20.8%)
で男児に多い。特に 5. 6才の年少児に多い。
夜尿の程度: 1カ月平均5回以下 10名， 6~9 回
2名， 10~ 19回6名， 20回以上4名。季節的関係 
は特に認めない。乳幼児期の家庭環境その他夜尿形 
成の心理的諸要因を検討した。乳幼児期既に孤児叉
は片親であったり (82%)生別しているもの (61%)
が多く，親の社会的経済的地位も低い。親の養育態
度では父母の放任が目立つ。当園収容前施設にいた
者が多く 50%，施設通算在籍年数でも長いものが多 
い。1.Q.は平均 97.9で全園児平均 94.5K劣らない
が，学業成績は中の下が多く振わなL、。性格は高木
氏の児童性格診断検査により対照に比し明らかに依
存性，退行性および攻撃性の存在することを認め
た。これは慾求不満の退行や攻撃反応から起る夜尿
であることを物語る。
